時が良くても悪くても
もうおびえるのは十分です！
 ウイルスのために、物事を成し遂げることから隠れたり、社会的距離を取ったりするのは、もう十分です！パウロは、福音を宣べ伝え（テモテへの手紙第二 4:2）、御国を成長させるために、「時が良くても悪くても」時があると言いました。彼は、ある時は働き、仕え、別の時には不便または危険だからやめるべきだ、という意味で言ったのではありません。ここ一か月ほどCOVID-19によってそうであったように、不便であったり、または危険であったりする時でさえ、教会が忙しく働き続けるように勧めていたのだと私は信じています。
悪魔にとって、なんという大きな好機でしょう！ 教会は、状況が良くなって再び王国を築く働きに取りかかれるようになるまで、ただ待っています。もし状況がさらに悪化したらどうでしょうか。もし隔離が12月まで続いたらどうでしょうか。私たちは、悪い者が教会を攻撃することを決して休まないということを悟る必要があります。したがって、主のからだは常に戦いの中にいるべきです。霊的な戦いにおいて、緩みも、退却も、休暇もありません。
このコロナウイルス危機と、それに伴う閉鎖は、私たちの霊的経験を公の礼拝という一つの側面にまで縮小することの危険性を浮き彫りにしています。私たちは礼拝に出席すれば、キリスト教の本質を押さえていると考えるため、それが中断されると、まるで私たちのクリスチャン生活全体が取り消されたかのようになります。
しかし、私たちのキリスト教信仰は、多くの方法で表現され、経験されます。私たちは信仰を分かち合うことによってそれを生き、互いに仕え、教会を支えるときにそれに仕え、公にも個人的にも、祈りと神への礼拝を通してそれを経験します。私たちは、主の御言葉を学び、また教えるときにキリストにあって成長し、互いの関係を深めるときに永遠のいのちを分かち合います。それは、親しく直接に行う場合であっても、求められる六フィートの社会的距離を保って行う場合であっても同じです。
それでは、取りかかりましょう。奉仕する方法を見つけましょう。祈り、学び、教えることに時間をささげましょう。指導する人々は、自らの指導力を公に示すことによって、人々を奮い立たせる必要があります。私たち全員が建物に集まることはできませんが、建物が空いている間に、修理が必要なものを直し、古くなり放置されているものを改善し、交換が必要なものを取り替えることができる人もいます。そうすれば、集まることができるようになったとき、他の人々が眠っている間、私たちが怠けていなかったことを示す目に見える証拠があるでしょう。
兄弟姉妹よ、私たちは防空壕に閉じこもるような考え方に陥らないようにしましょう。たとえ時が「季節外れ」であっても、取り組むべき御国の事柄があります。
